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の
ス
ト
レ
ス
状
態
を
金
魚

自
殺
予
防
対
策
の

一
環
と
し
て
、
つ
く
ば
市
は
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
簡
単
に
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
ァ
予
」
ろ
の
体
温
計
」
を

導
入
し
、
９
月
■
日
か
ら
市
民
向
け
に
運
用
を
始
め
る
。
利
用
者
本
人
だ
け
で

な
く
家
族
な
ど
身
近
で
生
活
す
る
人
の
ス
ト
レ
ス
度
も
確
認
で
き
る
利
点
が
あ

り
、
市
は

「気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
不
調
を
感
じ
れ
ば
専
門
機
関
に
相
談

を
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

同
体
温
計
は

「本
人
モ

ッ
ク
で
き
る

「家
族
モ
ー

ー
ド
」
の
ほ
か
、
身
近
な

ド
」
、
慣
れ
な
い
授
乳
や

人
の
目
線
で
相
手
を
チ

ェ

睡
眠
不
足
な
ど
子
育
て
に

D

悩
麹
女
性
を
対
象
に
し
た

「
赤
ち

ゃ
ん

マ
マ
モ
ー

ド
」
の
計
３
種
類
あ
る
。

健
康
状
態
や
人
間
関

係
、
住
環
境
に
関
す
る
悩

み
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
の

種
類
、
睡
眠
状
況
な
ど
の

質
問
に
答
え
る
と
、
現
在

携
帯
電
話
な
ど
を
使

っ
て

ス
ト
レ
ス
度
を
確
認
で
き

る

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

仕
組
み
。
同
時
に
、
市
保

健
セ
ン
タ
ー
や
茨
城
い
の

ち
の
電
話
な
ど
専
門
の
相

談
機
関
の
連
絡
先
も
併
記

す
る
。

市
健
康
増
進
課
に
よ
る

と
、
市
の
２
０
０
９
年
の

自
殺
者
数
は
計
５‐
人
で
、

市

町

村

別

で

は

水

戸

市
．

（
Ｖ
人
）
に
次
い
で
多
か

っ
た
。

年
齢
別
で
は
３０
歳
代
が

最
多
で
次
い
で
２０
歳
代
が

多
く
、

「若
い
世
代
の
自

殺
者
が
多
い
の
が

つ
く
ば

市
の
特
徴
」

（
同
課
）
と

い
う
。

利
用
料
は
無
料
。
通
信

料

は
自

己
負

担

。
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つくば市来月から運用開始
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Э
…
香
の
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
で
有
名
な
土
浦
市
大
岩
田
の
オ
ラ

夏
は
マ
リ
―
ゴ

ル
ド
で

ッ静等,島

'′

全国の地方職員共済組合保養所

～ォーシャンピユー大洗～

９
月
か
ら
県
内
初
サ
ー
ビ
ス

つ
く
ば
市
が

防
の

I

ぞ
れ
４
段
階
で
ス
ト
レ
ス
度
を

表
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

市
健
康
増
進
課
に
よ
る
と
、

２
０
０
や
年
度
の
市
内
の
自
殺

者
は
５．
人
で
、
県
内
で
は
水
戸

‐
一　
１
位
と
な
っ
ヽ

た
。施

設
は
洋
室

和
洋
室
２
の
卦

室

、

宴
会
場
．

ン
、
カ
ラ
オ
矛

売
店

、

ラ
ウ

る
。３

月
１．
日
率

大
震
災
で
被
“

一日
ま
で
体
館
。

ｌ

Ａ

■

１

１

ヽ
ｄ
ミ

一
環

市
に
次
い
で
２
番
目
に
多
い
。

自
殺
者
は
２０
～
５０
歳
代
の
働
き

盛
り
の
男
性
が
目
立

つ
と
い

う
。
同
課
で
は

「
一
人
で
悩
み

を
抱
え
ず
、
早
め
に
関
係
機
関

に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
る
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計
は
現
在
、

試
行
的
に
運
用
し
て
い
る
。
Ｕ

Ｒ
Ｌ
は
ずｇ
一豫∽夢
亀
野
露
き

＼
言
寿
多
ミ

大
洗
町
東
光
台
の
地
方
線

員
共
済
組
合
大
洗
保
養
蕩

「
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ

ュ
ー
大
農

（安
義
隆
支
配
人
）
は
、

２

０
１
０
年
度
宿
泊
利
用
率
が

恥

・
１
％
で
、
全
国
の
地
方

共
済
組
合
の
宿
泊
施
設

（保

養
型
）
の
中
で
５
年
連
続
の

宿泊利用率5年連続 1
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常
陸
大
富
市
は
、
合
併

前
の
大
富
町
と
交
流
が
あ

り
、
自
殺
予
防
対
策
に
力

を
入
れ
て
い
る
京
都

・
京

丹
後
市
の
呼
び
掛
け
に
応

じ
て
、
全
国
の
■
２
０
自

治
体
で
構
成
す
る
協
議
会

「自
殺
の
な
い
社
会
づ
く

り
市
区
町
村
会
」
に
加
わ

っ
た
。
担
当
者
は

「自
殺

予
防
対
策
は

一
つ
の
自
治

体
で
は
限
界
が
あ
る
。
情

報
を
共
有
し
、
い
い
ア
イ

デ
ア
を
吸
収
し
た
い
」
と

期
待
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
利
根
町
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し

て
全
戸
に
配
布
．
誰
も
が

目
に
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
に

「自
分
で
気
付
く
う
つ
の

サ
イ
ン
■
や

「う
つ
に
な

り
や
す
い
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
」
な
ど
を
紹
介
。
さ
ら

に
小
美
玉
市
は
自
沢
賢
治

原
作

「銀
河
鉄
道
の
害

の
演
劇
を
開
催
、
美
浦
村

９
月
か
ら
１２
月
ま
で
月
■

回
開
催
予
定
。
石
岡
市
は

「
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
電

語
相
談
」
を
開
設
し
た
。

厚
生
労
働
省
人
口
動
態

に
よ
る
と
、
Ю
年
の
県
内

の
自
殺
者
数
は
前
年
よ
り

も
２８
人
減

っ
た
も
の
の
、

７
０
■
人
と
都
道
府
県
別

で
は
１１
番
目
の
多
さ
。
Ю

万
人
に
対
す
る
自
殺
死
亡

一

率
は
２３

・
９
人
と
２３
番
目

だ

っ
た
。

（小
池
忠
臣
）

ヘ
れと
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四 だヽ中生が裁判学ぶ  回 中学野球4強決定
小中学生 に裁判 を

身近 に感 じて もらお

う と、市 民 のための

法 教 育 委 員 会 は 9
日、夏休み子 ども法

律学校 を開いた。

日総人日、2年連続の減少 四スマホ、電池機能に不満

回英暴動、各地で拡大懸念

団東電、特別損失5000億円
図東北被災県の離職者急増

県選 抜中学校野球

大会第 3日 は準 々決

勝 4試合 を行 い、磯

原、阿見、土浦六、

関城が準決勝 へ駒 を

進 めた。

年
間
約
７
０
０
人
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
県
内

で
の
自
殺
予
防
対
策
に
各
市
町
村
が
本
腰
を
入
れ

始
め
た
。
国
の
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
を

活
用
し
、
心
の
状
態
を
携
帯
電
話
で
計
測
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
り
、
県
外
の
自
治
体
と
運

携
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
い

く
。
県
障
害
福
祉
課
は

「住
民
に
よ
り
身
近
な
市

町
村
が
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
自
殺
の
食
い
止
め

効
果
が

一
層
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
し

て
い
る
。

同
課
に
よ
る
と
、
本
年

度
中
に
同
基
金
を
活
用
し

た
対
策
を
実
施
、
ま
た
は

実
施
予
定
は
４２
市
町
村
に

上
る
。
残
り
２
町
村
も
検

討
中
で
、
金
市
町
村
で
実

施
さ
れ
る
見
込
み
。
各
市

町
村
で
は
専
門
家
を
招
い

た
識
演
会
や
、
住
民
と
接

す
る
こ
と
が
多
い
職
興
や

民
生
委
員
を
対
象
に
、
異

変
に
気
付
き
、
相
談
機
関

へ
連
絡
す
る

「ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
」
養
成
研
修
会
な

は
ア
ニ
メ
映
画

「カ
ラ
フ

ル
」
を
開
く
予
定
で
、
と

も
に
若
い
世
代
に
向
け
て

「命
の
大
切
さ
を
学
ん
で

ほ
し
い
」
と
願
う
。
取
手

市
は
精
神
科
の
医
師
、
弁

護
士
、
就
労
相
談
員
ら
を

集
め
て
総
合
支
援
相
談
を

ト

ど
を
開
催
す
る
。

頴
要
躙
脇
醒

ス

や
、
家
計

・
子
育
て

・
恋

愛

・
借
金
な
ど
の
駆
項
目

に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
の
有

無
に
答
え
る
と
、
現
在
の

ス
ト
レ
ス
度
合
い
を
金
魚

鉢
の
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
す

る
仕
組
み
。
例
え
ば
、
身

体
に
悩
み
が
多
い
と
赤
金

魚
に
け
が
の
マ
ー
ク
が
入

り
、
家
庭
状
況
が
深
刻
だ

と
金
魚
鉢
に
ひ
ぴ
が
入

り
、
落
ち
込
み
具
合
が
深

い
と
水
は
汚
れ
る
。

同
市
健
康
増
進
課
に
よ

る
と
、
２
０
０
９
年
の
自

殺
者
数
は
計
５‐
人
で
、
市

町
村
別
で
は
水
戸
市

（伊

人
）
に
次
い
で
多
く
、
働

き
盛
り
の
２０
～
鉤
歳
代
の

男
性
が
目
立
つ
と
い
う
。

担
当
の
保
健
師
は

「男
性

は
自
ら
の
悩
み
を
な
か
な

か
打
ち
明
け
な
い
傾
向
が

あ
る
。
携
袴
電
話
な
ら
気

軽
に
自
分
の
状
態
を
把
握

で
き
る
」
と
説
明
す
る
。
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レス診断

剛脚 1県外自治体と連携


